
題字・清水英夫

５
月
20
日
理
事
会
を
開
催
し
た
。

◇
総
会
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
っ
て
、
第
４
期
、

第
５
期
を
迎
え
、
今
回
は
役
員
改
選
と

な
る
。
新
理
事
長
以
下
理
事
、
委
員
長

な
ど
の
役
員
候
補
者
が
今
月
の
理
事
会

で
決
定
し
た
。
総
会
で
新
体
制
を
発
表

し
、
承
認
を
受
け
て
発
足
の
段
取
り
と

な
る
（
別
途
、
総
会
の
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
し
た
の
で
ご
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。
ご
欠
席
の
時
は
、
返
信
ハ
ガ
キ

の
委
任
状
を
必
ず
お
送
り
く
だ
さ
い
）。

◇「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
に
つ
い
て

９
月
号
（
８
月
６
日
発
行
）
は
「
北

海
道
」
を
特
集
。
自
主
編
成
な
ど
北
海

道
な
ら
で
は
の
放
送
事
情
、
特
性
を
探

る
。
な
お
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
、
今
号

で
任
期
を
終
わ
り
交
代
す
る
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

第
45
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
大
賞
、
優

秀
賞
に
つ
い
て
、
各
部
門
委
員
長
よ
り

受
賞
理
由
の
説
明
が
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｍ
の

大
賞
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ー
す
ぎ
る
選

考
で
は
な
い
か
、
と
異
論
が
あ
っ
た
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞

５
月
23
日
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
記
者
会
で
、

滝
野
理
事
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
を
発
表
。

受
賞
作
品
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
歌
姫
」
は
、
同
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
発
表
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

員
に
伝
え
た
。「
歌
姫
」
は
、
総
投
票

数
の
半
数
を
獲
得
し
た
。

◇
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
式
典
に
つ
い
て

来
場
者
に
45
周
年
を
迎
え
た
お
礼
と

し
て
、「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
７
月
号
を
贈

呈
す
る
。
こ
の
号
に
は
、
受
賞
作
の
詳

細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
」の
件

今
年
度
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
大
賞
を
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
２
で
６
月
14
日
午
後
７
時

45
分
よ
り
放
送
す
る
。
大
賞
贈
賞
式
の

翌
日
、
６
月
４
日
に
収
録
す
る
こ
と
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
調
整
が
つ
い
た
。

◇
正
会
員
の
退
会
を
承
認

谷
朝
美
さ
ん

◇
次
回
の
理
事
会

６
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り

於
・
新
宿
厚
生
年
金
会
館

6
月

日（
土
）午
後
3
時
よ
り

今
年
度
総
会
を
開
催
！

―
5
月
理
事
会
報
告
―

２１
”

“

新

入

会

員

会
議
記
録出

版
編
集
委
員
会

理
事
会

選
奨
・
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

選
奨
・
テ
レ
ビ
月
評
会

■おしらせ■
「ザ・ベストテレビ」
NHK・BS2放送決定！

第1部
6月14日（土）19:45～23:15

第1部・再放送
6月21日（土）13:30～17:00

第2部
6月22日（日）13:00～18:00

第45回ギャラクシー賞が紹介さ
れます！　ぜひご覧ください。

３
月
に
入
会
を
認
め
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
25
年
前
の
テ

レ
ビ
ユ
ー
福
島
の
開
局
と
同
時
に
29
歳
で

入
社
し
ま
し
た
。
以
来
、
報
道
部
を
振
り

出
し
に
、
編
成
部
と
制
作
部
そ
し
て
再
び

報
道
部
を
経
験
し
て
、
去
年
７
月
か
ら
現

在
の
編
成
業
務
局
に
籍
を
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
番
組
審
議
会
の
事
務
局
も
兼
務
し

て
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
５
月
号
の
特
集
「
番

組
審
議
会
は
機
能
不
全
!?
」
は
、
私
自
身

と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
曲
が
っ
て

い
た
背
骨
が
ボ
キ
ッ
ボ
キ
ッ
！
と
音
を
た

て
な
が
ら
背
筋
を
伸
ば
さ
れ
た
思
い
が
し

ま
し
た
。
番
審
の
委
員
全
員
に
も
配
布
し

た
と
こ
ろ
、「
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
う
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
委

員
の
方
々
の
意
識
に
も
変
化
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

会
員
と
は
い
っ
て
も
地
方
在
住
の
た
め
、

お
役
に
立
て
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、

こ
こ
福
島
で
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
放
送

局
を
目
指
し
て
、
一
歩
ず
つ
で
も
前
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
入
会
員
自
己
紹
介

た
。
東
大
法
学
部
時
代
、
映
研
で
８
ミ
リ
自

主
映
画
製
作
。
八
四
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
入
局
し

沖
縄
で
四
年
。
こ
れ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

原
点
に
な
っ
た
。
戦
後
四
十
年
心
を
開
い
て

く
れ
た
沖
縄
の
人
の
証
言
シ
リ
ー
ズ
を
つ
い

に
作
り
上
げ
た
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
「
て
る
て
る
家
族
」「
ク

ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ
」
へ
。〝
命
は
宝
だ
〞
と
、

あ
の
沖
縄
戦
の
こ
と
が
い
つ
も
頭
に
あ
っ
た
。

「
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ
」
を
制
作
す
る
際
、

歴
史
的
大
惨
事
な
の
で
、
ド
ラ
マ
だ
が
、
地

名
、
飛
行
便
名
な
ど
実
際
の
名
称
を
使
う
こ

と
を
決
断
し
た
。「
メ
デ
ィ
ア
と
は
何
か
」

「
新
聞
と
は
何
か
」
を
自
ら
に
問
う
た
。
こ

れ
は
不
祥
事
で
揺
れ
つ
づ
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
再
生

の
流
れ
に
も
つ
な
が
っ
た
は
ず
、
と
。「
使

命
感
の
共
有
は
現
場
を
強
く
す
る
」
と
若
泉

氏
は
知
っ
た
。

歴
代
大
河
の
一
覧
を
も
と
に
そ
の
流
れ
も

見
て
み
た
。
参
会
出
席
者
の
近
藤
晋
氏
が
、

自
分
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
制
作
者
時
代
に
触
れ
、

フ
ジ
な
ど
日
航
機
墜
落
事
故
の
テ
レ
ビ
ス
ク

ー
プ
秘
話
も
交
え
、
話
は
踏
み
込
ま
れ
弾
ん

だ
。

五
月
二
十
四
日
（
土
）、
午
後
六
時
「
東
京

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
」

出
席
　
田
代
、
嶋
田
、
小
田
桐
（
放
懇
）、

「
放
送
人
の
会
」
会
員
ほ
か
。

優
れ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
ぶ
り
は
、

演
出
そ
の
他
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
凄
い
。

各
パ
ー
ト
の
楽
譜
の
中
味
を
奥
ま
で
知
り
尽

く
し
た
名
指
揮
者
と
お
な
じ
だ
。
若
泉
久
朗

氏
も
そ
れ
ら
第
一
人
者
群
の
ひ
と
り
で
、
こ

の
「
集
い
」
で
洗
い
ざ
ら
い
話
し
て
く
れ
、

そ
れ
も
参
会
者
へ
の
敬
意
の
表
れ
だ
っ
た
。

満
身
で
ド
ラ
マ
づ
く
り
人
生
を
突
っ
走
る
人

物
と
し
て
の
魅
力
に
加
え
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

制
作
の
ト
ッ
プ
走
者
の
真
髄
を
目
の
前
で
見

せ
て
く
れ
、
参
会
者
を
至
福
の
ひ
と
時
に
誘

っ
た
。

話
は
大
河
「
風
林
火
山
」
立
ち
上
げ
の
挿

話
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
終
結
ま
で
へ
と
走
る
。

次
い
で
日
航
機
墜
落
の
大
惨
事
の
現
場
へ
踏

み
入
り
、
遺
族
の
証
言
を
得
た
「
ク
ラ
イ
マ

ー
ズ
・
ハ
イ
」
の
今
思
え
ば
苦
悩
の
制
作
日

誌
を
。
最
後
に
今
木
曜
八
時
放
映
の
「
バ
ッ

テ
リ
ー
」
の
取
り
組
み
と
、
低
年
齢
層
戦
略

の
真
相
を
。
皆
と
の
懇
談
の
な
か
で
進
ん
だ
。

大
作
「
風
林
火
山
」
を
作
り
切
っ
た
情
熱
が

ま
だ
熱
い
。
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
成
戦
略
の
最

前
線
、
少
年
劇
「
バ
ッ
テ
リ
ー
」
へ
の
局
内

エ
ー
ス
登
板
。
Ｃ
Ｍ
の
名
手
箭
内
道
彦
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
は
ま
た
ひ
と
味
違
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ド
ラ
マ
の
寵
児
若
泉
久
朗
氏
―
―
。

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
父
の
影
響
下
、
黒

澤
明
な
ど
全
盛
期
の
日
本
映
画
を
観
て
育
っ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
風
林
火
山
」
の
若
泉
久
朗
氏
を
囲
む

〝
小
さ
な
集
い
〞（
第
二
回
）
を
終
え
て

石
井
清
司


